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凍土遮水壁の計画に関する申し入れ書
福島原発かながわ訴訟原告団

　6月2日報道の凍土遮水壁着工に関して計画の再検討をお願い申し上げます。

　報道されている凍土遮水壁（以下凍土壁と記す）は原発プラントを取り囲む形の長方形であり、その長辺が海岸線と平行になった構造となっておりました。経済性の観点からはこの形は妥当性を持つことは理解できるのですが、下記の点で発生することが懸念される事象が考えられます。この点に関して再検討いただけますようお願い申し上げます。
① 水平構造とこれに伴う発生懸念事象について

　上記構造で上下開放系の構造物を作った場合、上流からの地下水の圧力により凍土壁の崩壊、あるいは凍土壁内構造体そのものの下流域へのずれが生じる懸念があります。これらのいずれかがもたらす被害は想像を絶するものと考えられます。

　一日あたり少なくとも水の流れが400トンあることは確認されているとの事ですので、凍土壁が完成した時点で少なくともこの圧力が凍土壁にかかることになります。凍土壁の強度がどの程度のものとなるかは未知数と思いますが確認している400トンへの対応のみで考えているとしたら相当のリスクを伴うものと考えます。
　また、幸いにも凍土壁が完成して壁として機能した場合にも構造上、上流域長辺の中心部凹み変形が予想されます。結果としてこの凹み部分への圧力が高くなり凍土壁が崩壊する懸念が出てくるものと考えられます。
② 深度方向の構造とこれに伴う発生懸念事象について

　また、完成した凍土壁の構造の下部に地下水脈があった場合には、現在と同様の潮位に同期する地下水水位の変動が観測される可能性があります。これまでの現象と変化がないように考えられるかもしれませんが、周囲閉鎖の上下開放系における水位変化となります。これまでとは違う水経路を辿って水のやり取りが生じることとなります。また、高濃度の汚染物質を含む土壌での水位変化によりこれまで以上の汚染物質の拡散を惹起する懸念があります。
　これらの懸念は実際に起こってしまった場合、壊滅的な放射能汚染被害を大気中、海洋中に引き起こす可能性さえあります。是非とも再度の構造の検討、モデル実験系での試験および他の土地での実証試験実施をお願いいたします。
以上
